
地域住民、行政、ＮＰＯ団体、企業、大学など多様な主体が２０年先の
地域課題に向き合い、それぞれが出来ることを持ち寄り、支えあう
地域づくりについて考えます。

おきたま地域未来フォーラム

おきたまネットワークサポートセンター
TEL:0238-44-2840　FAX:0238-44-2841
MAIL:office@okisapo.net　WEB:http://okisapo.net/

■主催／山形県（置賜総合支庁） ■共催／日本地域政策学会東北支部 ■企画・運営／おきたまネットワークサポートセンター

2019年3月14日（木）
13：30～16：30

伝国の杜  置賜文化ホール（大会議室）
米沢市丸の内1丁目2-1　TEL.0238-26-2666

第一部｜基調講演 講師プロフィール
「これからの20年を支える
　　　　　　“新しい協働”による地域づくり」
講師／（一社）とちぎ市民協働研究会 代表理事　廣瀬 隆人 氏
第二部｜分 科 会

問合先

分科会Ⅰ「若者と創る新しい協働」
⑴ 研究報告　日本地域政策学会メンバー
⑵ 活動報告　おきたま元気創造ラボ
 事務局　山形県置賜総合支庁 芳賀　悠基 氏
 コアメンバー 後藤ちひろ 氏
⑶ ディスカッション

分科会Ⅱ「女性、高齢者と創る新しい協働」

～これから２０年を考える～
持続可能な支えあいの「地域づくり」

参加費
無料

会場

1956年、北海道生まれ。
高等学校教員、北海道教
育委員会、国立教育会館
社会教育研修所（現国立
教育政策研究所）などの
勤務を経て、2000年から宇都宮大学生涯学習教育研
究センター教授、2015年から北海道教育大学大学院
教育学研究科教授として教鞭をとる。そして2017年に
栃木へ戻り、現在は一般社団法人とちぎ市民協働研究
会の代表理事として、NPOと企業、地域との協働の具体
化に向けた支援に取り組む。専門は、ボランティア･
NPO、まちづくり、学校と地域の連携、人権教育など成
人の学習行動に関すること。青年教育事業のアドバイ
ザー、講師としても各地で活躍する。

参
加
対
象

日時

⑴ 研究報告　日本地域政策学会メンバー
⑵ 活動報告　糠野目和楽茶の間　副会長　我妻 由美子 氏
⑶ ディスカッション

わ  が

廣瀬 隆人氏

おきさぽ

行政職員

地域おこし協力隊・
集落支援員

地域活動実践者・
自治組織関係者

行政と関わりの
深い団体職員
社会福祉協議会・

地域包括支援センター・
商工会・商工会議所・
観光協会など

ご興味のある方どなたでも
ご参加いただけます！

お申込み
（裏面をご覧ください）



おきたま地域未来フォーラム　参加申込書
市町村 氏　名

所属・
団体等

電話番号

メール
（任意）

連絡欄
（質問等）

参加する
分科会

□ 分科会Ⅰ「若者と創る新しい協働」
□ 分科会Ⅱ「女性、高齢者と創る新しい協働」

必要事項を記入し3月7日（木）までにFAXまたはメールでお申し込みください。

FAX:0238-44-2841　MAIL:office@okisapo.net
おきたまネットワークサポートセンター 行

※ご記入いただいた個人情報につきましては、大切に保管し、本事業以外には使用いたしません。

参加申込

当日のスケジュール日　程

申 込 先

　「置賜」を元気にするために３
市５町の若者が集まり、立ち上
がったグループ。「置賜をもっと
盛り上げたい！」と思う若者がつ
ながり、若者の視点で地域資源
を磨き上げ、発信する取組みを
展開している。

13：00～13：30
受付

13：30～13：40
開会行事

13：40～14：40
基調講演

休憩
14:50～16：30
分科会～閉会

どちらかにチェックを入れてください。

分科会Ⅰ

おきたま元気創造ラボ

　地域づくりの次世代の担い手として、若者の力が求められて
います。若者との連携による地域づくりや、若者支援のあり方
について議論を深めます。

テーマ
「若者と創る新しい協働」

分科会Ⅱ

糠野目和楽茶の間
わ　が

　超高齢社会が加速する中、住民同士の助け合い、「結」の再
生が求められています。地域の共助を育む新しい協働について
議論を深めます。

テーマ
「女性、高齢者と創る新しい協働」

　子どもから大人まで誰でも気
軽に利用できる地域の居場所と
して2016年に開設。人と人が気
軽にふれあい、支え合いのしくみ
をつくること、生きがいづくりの
場として、毎週金曜日と毎月第2
日曜日に茶の間を開き、年間約50回、延べ1800人が利用。


